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日本高専学会 2022 年度 第１回理事会 議事録 

 

日 時  2022 年 5 月 28 日（土） 13 時 00 分～13 時 45 分 

      2022 年 5 月 29 日（日） 9 時 00 分～12 時 05 分 

場 所  オンライン会議 

出席者：会長 山下哲（木更津高専） 

理事 宇野宏司（神戸高専）、粳間由幸（米子高専）、江原史朗(宇部高専)、神田佳一（明石高専）、北

野健一(大阪府大高専)、鈴木昌一(鈴鹿高専)、土井智晴（大阪府大高専）、坂東将光（近大高専）、松

本高志（阿南高専） 

欠席者：南部幸久（有明高専） 
 

１．事務局 

（１）2022 年度（第 28 回）総会 

40 名の委任状の受理とそれに伴う総会の議決成立の報告があった。 

議案書について審議し，2022 年度予算案の学会誌発行費を昨年度決算額に合わせて 80 万円

に修正した。 

 

（２）研究会の設置について 

咋年度末までに提出があった申請について 3 月 31 日の臨時理事会にて審議した。その結果，

「一般科目の効果的 AL 教育法開発研究会」の継続を承認した。 

5 月に提出があった申請について審議したが、期限を過ぎての提出であるので不承認とした。 

 
２．学会誌編集委員会 

27 巻 2 号は「SDGs と高専教育」を特集テーマとして 4 月末日に発行、27 巻 3 号は論文 11 編を掲

載する予定であるとの報告があった。 

27 巻 4 号の記事について審議した。特集テーマは、委員会から提案のあった「情報通信技術を活

用した高専教育」で了承された。また、巻頭言は校長、学生の声は今年度活動奨励賞の表彰者や廃

炉ロボコンなどで進めていくことになった。 

 

３．論文審査委員会 

査読状況について説明があり、査読が完了し学会誌第 27 巻 3 号への掲載が決定した論文が 12

編，査読中の論文が 6 編との報告があった。 

 

４．表彰選考委員会  

委員長代理からの報告書によると、2021 年度研究奨励賞は、応募が 16 件で、そのなかから最優秀

賞 1 件，優秀賞 3 件を選出した報告があった。 

2022 年度活動奨励賞については、3 件の応募があり、現在審査中との報告があった。 

 

５．企画委員会 

１）研究助成報告書の提出期限 

現在の 5 月末の期限は研究終了から長過ぎるので、来年度分から 4 月末に変更することが提案

された。審議の結果了承されたが、今年度分については既に 5 月末で連絡済みなので努力目標と

していく。 

２）来年度の研究助成金の申請計画 

来年度の申請は、9 月募集開始，12 月募集締切で進める提案があり、了承された． 

また、来年度の研究助成金の審査委員は、募集前に決定する提案があり、了承された。 
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３）第 29 回年会講演会 

新居浜高専の実行委員長に連絡し、2023 年度の開催確認と開催に向けた実施準備を進めること

となった。 

４）第 30 回年会講演会の開催校 

候補として５校の提案があったが、そのうち函館高専、秋田高専の順で依頼していくこととなった。 

 

７．財務委員会  

（１）出金関係 

2022 年度予算が承認されたので、年度当初の必要経費ついて執行していくことが報告された。 

（２）入金関係 

１）入金状況 

2021 年度分の論文掲載料及び学会誌購読料の納付について説明があり、学会誌購読料が 1 校

未納であるがそれ以外は完了したことの報告があった。 

2022 年度年会費の請求完了の報告があった。今年度から会員管理クラウドサービスでの請求に

変更したことによって、従来は学校への一括請求であった大阪公立大高専の請求は、個人請求とな

った報告があった。 

２）会員管理クラウドサービスへの移行状況 

学会誌を購読いただいている高専図書館以外の登録が完了し、会員名簿としてだけでなく年会

費と論文掲載料の請求に活用していく報告があった。ただし、図書館への学会誌購読料の請求は、

請求書等を郵送するほうが効率的であるので、今年度は従来どおり請求書等を郵送する予定との

報告があった。 

 

８．年会実行委員会 

第 28 回年会講演会で使用する鹿児島高専の教室について報告があった。 

学会ホームページに掲載する「オンライン発表の方法」、「オンラインでの聴講方法」、「鹿児島高専

へご来校される方々へのお願い」について説明があった。7 月上旬の掲載までに変更があるだろうか

ら、掲載前に再度メール審議することなった。 

 

９．広報委員会  

日本高専学会第 28 回年会講演会の参加・発表申し込みページ、第 28 回総会開催ページ、第 24

回シンポジウム開催ページを作成した報告があった。 

入退会者のメーリングリストへの登録削除についても報告があった。 


